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方 法  
この研究は，川崎医療福祉大学倫理委員会で承認を得て実施した（承認番号
116）。被験者には，実験の趣意を十分説明し，同意の得られた 12 名の健常成人











それぞれ別の日に，寒天 300ml（粉末寒天 2g 含有），ブドウ糖溶液 150ml（ブ
ドウ糖 50g 含有；トレーラン G50, 味の素株式会社）およびサッカリンナトリウ  
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ム溶液 150ml（サッカリンナトリウム 0.05g 含有）を 15 分間かけて摂取させた。






























上昇が認められた。また気分は摂取後 30 分および 120 分後において，有意な改
善が認められた。《サッカリンナトリウム溶液》摂取直後に満腹度の有意な上昇
が認められたが，その後低下し，120 分後ではコントロールよりも低値を示した。
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